
平成 30 年度 ５月 SSH 活動記録 

学校設定科目「SSH 探究Ⅱ」 テーマ検討会（2018.5.16） 

 

5 月 16 日（水）の SSH 探究Ⅱでは、本

稿の SSH 運営指導員をしてくださって

いる、琉球大学の先生方をお呼びして、

テーマ検討会が行われました。理数科 2

年生は、昨年度途中から、どのような研

究テーマで研究するか考え、予備実験・

調査を行い、それらの結果なども踏まえ

ながらの発表となりました。 

 発表を通して、発表の技術や表現の

難しさを実感したと思います。また、質

疑応答を通して、知識不足や、自分たち

が一体何を明らかにしていくのか改め

て考え直す必要があるなど、様々な課

題が見えてきたはずです。色んな壁を

乗り越えながら、これからも頑張ってい

きましょう。 

 

運営指導委員会（2018.5.16） 

5 月 16 日（水）にラボ室にて運営指導員会が行われまし

た。本校 SSH の事業を行うにあたり、専門的見地から指導・

助言・評価をいただける先生方を運営指導委員といいま

す。前期同様、二期目も琉球大学の先生方に委員をお願い

しています。今期も委員長には琉球大学 理事・副学長の

西田氏が選任されました。 

 運営委員会では、今期 SSH の事業計画やテーマ検討会、

評価開発について話し合われ、多くのご意見を頂くことが

できました。テーマ検討会や評価開発については、「年々生

徒たちの発表は良くなっていて、面白そうなテーマもあり

ます。」「本当のオリジナリティを出そうとするのは、プロの

研究者でも難しい。様々な先行研究などを高校生なりに調

べ尽くした中で、研究を進めるのが大事。」「評価項目はた

くさんあると使い切れないので、テーマ検討会、中間発表

など会ごとの評価項目をつくってはどうか」など様々なア

ドバイスを頂けました。 



OIST サイエンスレクチャー ・ ワークショップ(2018.5.23) 

5月23日（水）の 16時からラボ室にて、OIST（沖

縄科学技術大学院大学）の学生たちによる、サイ

エンスレクチャー＆ワークショップが開催されまし

た。募集定員 30 名に対して、46 名（中学生含む）

の応募があり、ラボ室を拡大しての実施となりま

した。 

今年のテーマは「サンゴ」で、サンゴについての

基礎知識だけでなく、サンゴの保全と人間との共

存について様々な立場から議論を深めることが

できました。本会はオールイングリッシュで行われ

ましたが、参加した生徒は物怖じせず、頑張って

英語で対応していました。また、中学生の参加も

あり、様々な年齢が交じりながら、科学や英語に

興味を高めることができた素敵な時間でした。 

 

日本環境化学会主催 第 27 回環境化学討論会（２０１８．5.23～24） 

 5 月 23～24 日に沖縄県市町村自治会館で、日本環

境化学会主催の第 27 回環境化学討論会に、本校 SS

生物クラブと SSH 探究Ⅲの中で研究を行っているチー

ムが参加してきました。 

 沖縄ではじめて開催される学会で、生徒たちはとても

緊張した面持ちでしたが、普段の研究成果を発表し、さ

らに深めていけるとても良い機会となりました。参加した

両チームとも、高校生環境化学賞奨励賞を受賞し、SS

生物クラブのチームについては、優秀ポスター賞も受賞

しました。参加した生徒たちからは「専門の教授や大学

院生などが私たちの研究に興味をもってくれて、たくさん

のアドバイスをもらいました。今までとは違う意見を沢山

聴けたので自分たちの研究をより良くするための良い機

会となりました。」「自分たちの発表だけでなく、他のグル

ープの発表を聴くことができ、発表の仕方が工夫されて

いて、勉強になりました。今後は、色んな大会に参加し、

今回学んだことを活かしていきたいです。」という感想が

あり、学び多き時間になったことが分かります。 

 

 

 


